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こ
の
「
望
洋
荘
便
り
」
七
号
（
平
成
十
六
年
）
の
巻
頭
言
に
て
地
域
の
皆
様
に
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
て
か
ら
五
年
近
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
あ
り
が
た
く
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
指

そ
う
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
職
員
が
、

当
望
洋
荘
の
ケ
ア
の
現
場
で
利
用
者
の
幸
せ
を
願
い
、
祈
り
、
仕
事
に
取
り
組
む
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
皆
様
か
ら
い
た
だ
け
る
か
ら
で
す
。 

 

利
用
者
の
お
年
寄
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
、
明
る
く
，
優
し
い
目
的
意
識
を
も
っ
た
活
動
的

な
姿
を
見
る
と
心
穏
や
か
に
な
り
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
け
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
も
皆
さ
ん
に
接
し
て
感
じ
る
事
、
そ
れ
は
、
こ
の
仕
事
を
始
め
る
と
思
っ
た
と
き
、
ま
た
仕
事

に
就
い
た
と
き
の
自
分
に
戻
る
気
持
ち
が
す
る
か
ら
で
す
。「
初
心
」
を
思
い
出
す
の
で
す
。
そ
し
て

誠
実
な
皆
さ
ん
の
働
き
か
ら
私
た
ち
へ
の
応
援
の
心
を
感
じ
る
の
で
す
。
ま
た
仕
事
の
迷
い
を
吹
っ

切
る
力
を
も
い
た
だ
け
る
の
で
す
。 

お
年
寄
り
は
自
分
た
ち
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
る
人
の
心
を
感
じ
る
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
若
い

日
を
思
い
出
さ
せ
て
も
く
れ
る
の
で
す
。
自
分
の
歩
ん
だ
道
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
の
活
動
を
通
し
て
満

足
や
悔
い
、
良
い
も
悪
い
も
皆
さ
ん
の
生
き
方
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
人
生
を
思
い
出
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。
人
生
の
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
が
今
を
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
り
、
希
望
の
源
に
繋
が

っ
て
い
る
の
で
す
。 

ど
う
か
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
人
生
の
仲
間
を
見
つ
け
て
下
さ

い
、
そ
れ
は
共
に
活
動
を
す
る
人
で
あ
っ
た
り
、
そ
こ
に
働
く
人
で
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
出
会
い
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
仲
間
と
い
う

人
生
の
財
産
づ
く
り
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
の
仲
間
と
な
っ
て
生
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源 

 

ラ
テ
ン
語
で
ボ
ラ
ン
タ
ー
ル
と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
英

語
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
志
願
者
、
志
願
兵
と
い
う
意
味
で
す
。
一
六
四
七
年
に

イ
ギ
リ
ス
の
自
警
団
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
な
ど
に
参
加
し
た
志
願
兵
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
い
い
ま
し
た
。
自
発
的
に
無
償
で
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
為

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
昔
か
ら
助
け
合
い
は
地

域
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、
戦
前
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
が

戦
後
一
九
六
〇
年
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
奉
仕
・
あ
る
い
は
善
意
銀
行
な
ど

と
し
て
、
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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一
〇
月
二
〇
日
（
月
）
午
後
二
時
十
五
分
よ
り
、
勿
来
ユ

ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
五
名
と｢

買
い
物
ツ
ア
ー｣

ス
パ
ー
セ
ン

タ
ー
大
原
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
絶
好
の
お
出
掛
け
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ご
家
族

様
も
参
加
さ
れ
一
緒
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら｢

私
、
こ
ん
な
買
い
物
初

め
て
だ
わ｣

・｢

美
味
し
か
っ
た
わ｣
・｢
ま
た
来
た
い
ね｣

な
ど

と
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

                  

  

一
〇
月
二
七
日
（
月
）
午
後
十
二
時
三
〇
分
よ
り
豊
間
ユ

ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
六
名
と｢

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ｣

に
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
、
最
前
列
に
車
椅
子
専
用
の
観

客
席
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
間
近
で
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
を

見
学
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
、
大
満
足
の
ご
様
子
で

し
た
。
シ
ョ
ー
の
後
は
、
お
土
産
屋
さ
ん
を
覗
い
た
り
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

                  

  

一
〇
月
三
一
日
（
金
）
入
居
者
の
皆
様
と｢

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根｣

を
花
壇
に
植
え
ま
し
た
。
球
根
は
、
今
春
綺
麗
に
花

を
咲
か
せ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
掘
り
起
こ
し
、
乾
燥

さ
せ
て
保
管
し
て
い
た
物
で
す
。
来
春
ま
た
綺
麗
な
花
を
咲

か
せ
て
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
と
願
い
な
が
ら
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
次
の
世
代
に
繋
げ
な
が
ら
、
望
洋
荘
の
歴
史
と
共
に

毎
年
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。 

                  

｢
買
い
物
ツ
ア
ー｣ 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

 

｢

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ｣ 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

 

｢

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
植
え｣  
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先
月
号
に
続
き
、
渡
辺
芳
重
さ
ん
著
書｢

遠
い
記
憶･･

･

愛
し

の
孫
た
ち
へ｣
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

遠 

い 

記 
憶 

 
 

(

そ
の
３) 

･･･

愛
し
の
孫
た
ち
へ･･･ 

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

渡
辺 

芳
重 

著 

ラ
バ
ウ
ル 

港
を
囲
む
丘
の
段
々
に
は
赤
や
青
い
屋
根
が
点
在
し
椰
子

の
木
が
繁
り
、
赤
や
黄
色
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
天
国
の
よ
う

だ
。
長
い
船
旅
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
二
、
三
日
休
養
し
た
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
況
は
不
利
の
模
様
で
、
自
分
達
補
充

隊
員
の
本
隊
追
及
輸
送
は
、
不
可
能
だ
。
全
員
コ
コ
ボ
地
区

で
飛
行
場
建
設
の
使
役
に
従
事
し
た
。
飛
行
場
は
緊
急
避
難

程
度
の
規
模
で
、
海
岸
の
平
坦
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
開
き
、

地
均
し
す
る
だ
け
。
だ
が
、
全
て
ス
コ
ッ
プ
と
鶴
嘴
だ
け
の

手
作
業
で
あ
る
。
四
月
一
日
付
け
で
、
上
等
兵
に
進
級
し
た
。

四
月
十
六
日
、
島
を
出
航
し
た
。
残
留
部
隊
も
基
地
も
撤
収

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
う
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

五
月
九
日
マ
ニ
ラ
港
に
入
る
。
マ
ニ
ラ
か
ら
奥
地
の
ゴ
ン

ザ
レ
ス
地
区
に
移
動
す
る
。
我
が
二
十
九
聨
隊
は
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
で
は
軍
旗
を
焚
い
た
程
の
損
害
を
受
け
た
の
で
、
経

理
部
員
も
多
く
戦
死
し
た
。
私
は
其
の
後
に
補
充
さ
れ
た
。

主
に
聨
隊
二
五
〇
〇
名
の
被
服
装
具
類
の
充
足
を
担
当
し
た
。

休
養
も
装
備
も
訓
練
も
充
分
に
出
来
た
の
で
十
一
月
五
日
、

マ
ニ
ラ
港
を
出
航
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
う
。
目
的
地

は
ビ
ル
マ
だ
。 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル 

ビ
ル
マ
戦
に
必
要
な
装
備
の
確
保
に
つ
と
め
た
。
最
近
の

戦
況
は
思
わ
し
く
な
い
。
兵
員
や
装
備
な
ど
内
地
か
ら
の
補

給
充
足
は
困
難
を
極
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
野
菜
、
魚
介
、

肉
類
、
果
物
等
は
現
地
で
自
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

日
本
政
府
が
発
行
す
る
軍
票
を
使
っ
て
毎
日
買
入
れ
を
す
る
。

こ
れ
が
経
理
部
員
の
重
要
任
務
だ
。
言
葉
も
通
じ
な
い
。
通

訳
も
居
な
い
現
地
で
の
物
資
の
買
入
れ
は
容
易
で
な
い
。
片

言
の
英
語
・
現
地
語
・
身
振
り
・
手
振
り
・
物
真
似
な
ど
苦

労
の
連
続
だ
。 

ビ
ル
マ 

六
月
一
日
付
で
主
計
伍
長
に
任
官
し
師
団
司
令
部
付
き
の

通
信
隊
に
転
属
が
発
令
に
な
っ
た
。
八
月
二
十
四
日
ネ
ー
パ

ン
を
出
発
し
中
国
国
境
を
越
え
て
雲
南
省
龍
陵
県
芒
市
に
着

く
。
芒
市
か
ら
近
い
処
に
怒
江
が
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
架

か
る
鉄
橋
を
爆
破
し
道
路
を
遮
断
す
る
の
が
作
戦
の
目
的
で

あ
る
。
敵
味
方
の
大
砲
迫
撃
砲
の
音
は
、
山
々
に
木
霊
し
て

雷
が
鳴
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
ん
な
日
が
一
週
間
程
続
い
た

と
き
、
先
頭
の
部
隊
が
怒
江
の
鉄
橋
を
爆
破
し
た
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。
戦
闘
終
了
。
二
月
十
二
日
此
処
を
出
発
し
、
泰
緬

鉄
道
を
通
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
向
う
。 

カ
ン
ボ
ジ
ア 

三
月
四
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
着
く
。
三
月
十

日
、
午
前
〇
時
日
本
政
府
か
ら
の
暗
号
電
報
を
合
図
に
フ
ラ

ン
ス
陸
軍
を
一
斉
攻
撃
し
、
翌
朝
ま
で
に
完
全
に
武
装
解
除

し
た
。
五
月
十
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
汽
車
で
出
発
し
そ
の
日

の
内
に
サ
イ
ゴ
ン
駅
に
着
く
。
八
月
一
日
付
け
で
主
計
軍
曹

に
昇
進
し
た
。 

終 
 
 

戦 

師
団
通
信
隊
で
は
敗
戦
の
気
配
を
傍
受
し
た
通
信
な
ど
で

感
じ
取
っ
て
居
た
の
で
其
れ
程
慌
て
な
か
っ
た
。
師
団
司
令

部
で
玉
音
放
送
を
聞
い
た
。
四
月
二
十
日
頃
帰
国
命
令
が
出

る
。
四
月
二
十
四
日
サ
イ
ゴ
ン
郊
外
の
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
を
出

港
し
て
五
月
十
三
日
鹿
児
島
港
着
。
復
員
完
了
。
満
期
除
隊
。

帰
途
に
就
く
。 

 

 

お
祖
父
さ
ん
の
青
春
は
こ
の
様
に
学
業
も
中
途
半
端
に
し

て
誰
の
為
、
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
戦
争
で
過
ご
し
て
し
ま

っ
た
。
で
も
私
は
人
を
一
人
も
殺
し
て
い
な
い
し
、
悪
い
事

と
卑
怯
未
練
な
振
舞
い
は
何
も
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は

神
に
誓
え
る
。 

私
を
神
様
や
仏
様
が
護
っ
て
く
れ
た
の
か
、
何
時
も
運
が

良
く
危
機
を
逃
れ
た
。
特
に
経
理
部
に
配
属
さ
れ
た
か
ら
生

き
て
帰
れ
た
の
だ
。
一
緒
に
入
営
し
た
機
関
銃
中
隊
の
同
年

兵
戦
友
六
十
名
は
、
四
人
し
か
生
還
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

此
ん
な
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史
は
貴
女
達
も
、
又
そ
の
子
供
達

の
世
代
で
も
絶
対
に
繰
り
返
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

『投
稿
作
品
』の
紹
介 

③ 

愛
し
の
孫
た
ち
へ 
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前
月
号
に
引
続
き
、
要
望
書
の
内
容
に
よ
る
改
善
方
法

を
、
皆
様
へ
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

⑦ 

施
設
職
員
よ
り
ご
家
族
及
び
入
居
者
に
対
し
、
し

て
ほ
し
い
事
に
つ
い
て 

 

要
望
２
５
、
普
段
の
生
活
時
間
を
工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

同
時
に
、
日
課
と
し
て
お
し
ぼ
り
・
洗
濯
た
た
み
、

折
り
紙
作
り
、
畑
仕
事
や
花
壇
作
り
等
も
お
手
伝
い

頂
き
た
い
で
す
。 

 

要
望
２
７
、
外
出
や
外
泊
時
に
薬
を
渡
さ
れ
る
が
、
増
え

て
い
た
り
す
る
と
分
か
ら
な
い
為
、
説
明
が
ほ
し
い
。 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

大
変
申
し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
施
設
側
と

し
て
は
、
外
出
・
外
泊
が
事
前
（
二
～
三
日
前
頃
ま

で
）
に
把
握
さ
せ
て
頂
け
る
場
合
に
は
、
医
務
側
よ

り
ご
説
明
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ご
連

絡
が
曖
昧
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
但
し
、
外
出
・

外
泊
の
ご
連
絡
が
当
日
の
場
合
、
医
務
側
の
業
務
予

定
等
も
あ
り
、
説
明
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

⑧ 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て 

 

要
望
２
８
、
入
所
者
も
参
加
出
来
れ
ば
良
い
。 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

定
期
的
（
三
ヶ
月
に
一
回
）
入
居
者
様
の
現
状
の

体
の
状
況
の
変
化
な
ど
各
専
門
職
間
で
話
し
合
え
る

時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
入
居
者
様
も
含
め
各
専
門
職

を
話
し
合
え
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
気
に
し
て
し
ま

う
方
や
過
剰
に
心
配
さ
れ
て
し
ま
う
方
い
ま
す
。
施

設
の
対
応
と
し
て
は
会
議
な
ど
の
参
加
で
は
な
く
、

入
居
者
様
が
生
活
す
る
上
で
の
心
配
事
や
困
っ
て
い

る
こ
と
を
職
員
が
聞
き
、
そ
の
内
容
を
会
議
に
伝
え

る
よ
う
な
形
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

要
望
２
９
、
二
回
に
一
回
程
度
プ
ラ
ン
の
内
容
を
見
せ
て

欲
し
い
。 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

(
変
更)

作
成
時
、
利
用
者
様
か
ら
要
望
等
を
聞
き
と

り
作
成
し
、
直
接
、
利
用
者
様
に
説
明
し
て
同
意
（
署

名
・
捺
印
）
を
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
利

用
者
様
の
同
意
頂
く
と
共
に
、
ご
家
族
様
へ
も
計
画

内
容
の
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⑨ 

望
洋
荘
行
事
計
画
及
び
各
ユ
ニ
ッ
ト
毎
の
行
事
に

つ
い
て 

 

要
望
３
０
、
交
通
手
段
が
少
な
く
て
行
き
づ
ら
い
。 

【
改
善
内
容
及
び
回
答
】 

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
行
事
等
の
場

合
、
買
出
し
等
で
都
合
が
合
え
ば
ご
協
力
出
来
る
事

も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
時
は
ご
相
談
下
さ
い
。 

  

 

十
一
月
十
八
日(

火)
 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
見
学｣

 

午
後
十
二
時
三
十
分
～ 

十
一
月
二
二
日(

土)
 

施
設
合
同 

｢

居 

酒 

屋｣
 
 
  
 
  
 
 

午
後
五
時
三
十
分
～ 

十
一
月
二
七
日(

木)
 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
見
学｣

 

午
前
九
時
～ 

 

【
十
一
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
一
月
五
日
（
水
） 

 
 
 

薄 

磯 

十
文
字 

芳
子
様 

 

（
九
六
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
五
日
（
水
） 

 
 
 

四 

倉 

高
橋 

 

信
子 

様 
 

（
九
三
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
八
日
（
土
） 

 
 
 

永 

崎 

根
本 

 

喜
美 

様 
 

（
八
七
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
十
日
（
月
） 

 
 
 

薄 

磯 

鈴
木 

 

フ
ミ 

様 
 

（
八
七
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
十
八
日
（
火
） 

 
 
 

四 

倉 

松
本 

ア
キ
子
様 

 

（
八
八
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
十
日
（
木
） 

 
 
 

四 

倉 

箱 

崎 
 
 

清 

様 
 

（
七
六
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
四
日
（
月
） 

 
 
 

豊 

間 

本
導 

マ
サ
ヨ
様 

 

（
百
一
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
四
日
（
月
） 

 
 
 

四 

倉 

佐
藤 

 

栄
子 

様 
 

（
八
三
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
五
日
（
火
） 

 
 
 

永 

崎 

星
野 

 

之
一 

様 
 

（
七
五
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
七
日
（
木
） 

 
 
 

薄 

磯 

大
平 

ふ
み
よ
様 

 

（
九
四
歳
）
誕
生
会 

          

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

｢

望
洋
荘
家
族
会
か
ら
の
要
望
書｣

 

に
対
す
る
施
設
内
改
善
報
告 

⑤ 

十
一
月
の
行
事
予
定 


